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11月５日（水）

　2025年10月13日に創立20周年を迎え、福生市民会館大ホールに於いて、記念式典が盛大に行われました。

　第一部記念式典では、多くの来賓の方々に御出席頂き、厳粛に執り行われました。川口学校長の式辞では、　　　　

これまで本校を支えて下さったすべての方への感謝の言葉と今と未来の青総への想いが込められていました。　

その後、全日制・定時制の各生徒会長が在校生の代表として、本校への想いとこれからの決意を述べました。

最後に全員で校歌斉唱が行われ、会場全体が一体感に包まれ、20年という節目に相応しい記念式典の締めくくり

となりました。在校生にとっては、本校の歩みや伝統を改めて感じることができる貴重な時間となりました。

創立２０周年記念式典

東京都立青梅総合高等学校全日制

　　　　11月～12月に行われたイベントをお知らせします。

　2025年の2学期が終了しました。多くの行事が行われ、大変充実した時間となったのではないで

しょうか。勉強や部活を始め、様々な活動に力を注ぎ、逞しく成長した姿が見られました。冬休み

は体調管理に十分気を付けて、良いお年をお迎えください。新年に元気に会いしましょう。
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　第二部記念行事は、日本文化部の琴演奏から始まり、全日制・定時制の生徒会が司会進行を行いました。その後、

学校紹介動画が上映され、この10年間の活動と軌跡や卒業生・在校生の多方面での活躍や成果が紹介されました。

また、現在登山ガイドとして活躍されている６期卒業生の伊藤伴さんをお招きし、記念講演を行って頂きまし

た。"高校生の今だから挑戦できること"をお話してくださり、生徒たちにとって貴重な学びの時間となりました。

全日制 生徒会長
大野優樹さん

初代校長　花野　耕一　様

校歌斉唱

稲刈り実習 10月～11月

　必修「自然と環境」、選択科目「水田と作物」

の授業では、城前水田で10月初旬から、天気の

良い日に、約1か月かけて「もち米」の稲刈りを

行いました。必修の授業では全員で自分が植えた

稲をカマで慎重に刈り、選択授業では、生徒が　

トラクターを運転して稲刈りをしました。また、

かすみ保育園の児童と一緒に稲刈りも行いまし

た。刈り取った稲は『はさがけ』（天日干し）を

して乾燥させました。3学期には、この収穫した

もち米で、毎年恒例の餅つきをする予定です。
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